
ア レル ギー による實驗的癲癇症 に関する研究

第1編

脳 局所 過敏 症 家 兎の カル ヂ ア ゾール痙 攣 閾値 に つい て

岡山大学医学部第一(陣 内)外 科教室(指 導　陣内教授)

医学士　 笠 井 祐 蔵

(本 研 究 は 文 部 省 科 学 研 究 費 の 補 助 に よ る)

〔昭 和27年7月30日 受 稿 〕

第1章　 緒 言 竝 に 文 献 的 考察

癲癇 を大 別 して真 正 癲癇 と症 候性 癲癇 に分

け る.然 し従 来 の概 念 に よ る真 性癲癇 の存 在

に は大 いに 疑 問 が あ るが,一 応 脳実 質 に何 等

原 因 とな るべ き器 質 的 な変 化 のな い もの を真

性癲 癇 と考 え る.こ の真 正 癲 癇 の成 因 につ い

ては古来 よ り色 々 と論ぜ られ て来 たが,い ま

なほ定 説 が な い.い ま こ ゝに癲 癇 とア レル ギ

ー疾 患 とが共 に症 状 が発 作性 で あ り
,又 血 行

障碍 が重 要 な役 割 りを演 ず る こ と等 か ら,脳

ア レル ギ ーが そ の成 因 の一 つ で はな いか と考

え られ るに至 つ た.勿 論痙 攣 発作 は痙 攣 準備

性 或 は痙 攣 素質 に或 る他 の因 子 が加 わ つ てお

こる もので あ つ て,現 在 まで の癲 癇 のア レル

ギ ー説 は 多 くは痙 攣 素質 に加 わ る或 る因子 に

関 す るもの で あつ た. Ely1), Stiefer2),中 村3)

等 は ア レル ギ ー疾 患 と癲癇 とは家 系 的 に関係

が あ る と云 い,又Spangler4), Ball5)等 は 他 の

ア レル ギ ー疾 患,即 ち偏 頭 痛,気 管枝 喘 息,

蕁 痳疹,枯 草熱 等 と密接 な関 係 が あ ると述 べ,

又Pagniez & Lieutaud6), Rowe and Richt7),

 Forman8), Levin9), Kennedy10)は 明 らかに 皮

膚 反 応 に よ り抗 原 を 発 見 し て い る,最 近

Rosenow11)は 真 正 癲癇 患 者 の鼻咽 腔 粘 膜 内 に

生棲 す る特 殊 な α-Streptkokkenを 発 見 し,

 Bering12)は そ の脳 局 所 過敏 症 で あろ うと想 像

して い る.

私 は真 正癲 癇 が 少 くとも初 期 に於 ては 全 く

器 質 的 変 化 を認 め えな い ものを い うので あ る

か ら,何 等か の方法 に よつて器質的変化 を起

さずに,神 経細胞 の過敏状態即 ち痙攣 準備性

を与 えよ うと考 えて,本 研究 を企 てた次第 で

あ る.

以上 の事実から,先 に榊 原13)は稀釈卵 白溶

液 の頸動脉内注入に より家 兎に器質的変化 の

現 はれない程度に脳局所 ア ナ フィ.ラ キ シ ー

(以後脳局 「ア 」と略記す る)を 起 さしめ る

と(こ れを吾 々は潜在性脳局 「ア 」と呼んで

いる)カ ルヂア ゾール痙攣 閾値(以 後 「カ」

痙攣閾値 と略記す る)が 低下 す ることを実験

的に証 明 し,脳 局 「ア 」を繰 り返 え し起 す時

は痙攣 準備性即 ち痙攣素質 が附与 され るとい

つ ている.し か しこの頸動脉内卵白注入は不

自然な方法 であ り,直 接脳実質 に影響 を与 え

ることも考 えられ るので,何 か もつ と生理的

に近 い 方法 を以 つて脳局 「ア」を起す ことが

必要であ ると考 えた.

扱 て一臟器に選択的にア レルギー変化を起

すには,そ の臟器に 抗原体反応を限 局す るこ

とが必要 で,脳 ア レルギーに於 ても同様の考

えの もとに多 くの 人々に依つて実験が試 み ら

れてい る. 1931年Burn14)は 天竺鼠 を結核 に

感染 させ て,そ の脳槽内に ツベル クリン或 は

結 核 菌 を注入 し. 1921年-1934年Davidoff
15),16),17)は感作 した犬

,家 兎の脳 実質 に卵 白,

血 清 等 の再 注 射 を 行 い. 1932年-1935年

Rivers18),19)は猿 を用 いて家兎の脳エムル ジオ

ン又わ酒精 抽出物の筋肉内注射 を行い. 1937

年武 田20)は感作家 兎の頸動脉に抗原 を 再注射
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し. 1937年德 重21)は 感 作 家 兎 に牛 血 清 の大 脳

内注 入,貼 布 を行. 1938年 宮原22)は 感作 家

兎 の大 槽 内,頸 動脉 に牛 血 清 を注 入 し. 1948

年Ferraro and Cazzullo23)は 猿 に加熱 滅菌 結

核 菌 と猿 脳 エ ムル ジオ ンの 混合液 の筋 肉 内注

射 に よつ て.又1950年 沢 見24)は 牛脳 灰 白質 燐

脂質 加 牛 血清 を 用 いて脳 局 「ア 」を作 成 して

い る.

以 上 種 々な方 法 に よつ て脳 局 「ア」 の作 成

が 試 み られ てい るが,私 は 脳実 質 に直接 影 響

を与 えず,又 繰 り返 え し脳 にア レル ギ ー変 化

を起 させ,そ の上 脳実 質 に著 明 な 組 織 学 的

変 化 を 起 さない よ うに脳 局 「ア 」を作 成 す る

には 牛脳 灰 白質燐 脂 質(以 後 牛 脳灰 「ホ」 と

略記 す る)を 用 い るのが最 も適 当 と考 え,沢

見 に な らつ て牛脳 灰 「ホ」 を 用 い る こ とに し

た.

然 しな が ら脳燐 脂 質 の抗 原性 につ い ては現

在 なほ種 々議論 の あ る所 で, 1923年Landstei

ner und Simms25)が 馬 腎 臟酒精 エキ ス に豚 血

清又 は 人血 清 を加 えて家 兎 を免疫 し,初 め て

フォル ス マ ン氏 抗 体 の産 生 に成 功 してか ら,

三沢26) Georgi27),師28), Sachs u. Klopstock29),

今井30), Doerr31), Weil32),坂 本33)に よつ て抗

原性 を持 つ ことが証 明 され, Levis34)に よつ

て臟 器特 異性 が証 明 され た,即 ち牛 脳荻 「ホ」

は臟器 特 異性 を持 つHaptenと 考 え て よい と

思 は れ る.

次 に上 記 の如 き脳 局 「ア 」の実 験 動 物 に 自

然痙 攣 発作 を見 た もの もあ るが(N. Kopeloff,

 L. M. Kopeloff u. B. L. Pacella35)),常 に 自

然痙 攣 発作 を期 待 す る こ とは 不可能 な ので,

何等 か の方法 に 依つ て痙 攣 を誘 発 し,そ の誘

発 の量 的関 係 に よつ て痙 攣 閾値 の変動 を観察

す る こ とが 必要 で あ る.

従 来痙 攣 の誘 発 に は頸 動 脉圧 迫法,感 伝電

気誘 導 法,コ カ イン注 射法,サ ラマン ドリン

注 射 法,ア ドレナ リン注 射法,ク ロール エ チ

ール に よ る橈 骨動 脉 冷却 法,カ ル ヂア ゾール

注 射法,深 呼 吸法,水 分 投与 法 等 が あ るが.

薬 物 に よる影 響 が 少 く(宮 下36), Checkley, 

Bowles u. Mettler37)),最 も 自 然 に 近 い 痙 攣

を随時確実 にお こし,し か も痙攣 閾値 と注入

量 との間に平行関係 の見 られ るものはカル ヂ

ア ゾール静 脉内注射法以外 に は見 当 らな い

(Schonmahl38), Langeluddeke39),甲 斐40),中

川,和 田41)).依 つて カルヂア ゾール 静 脉 注

射法 を用 いることに した.先 に榊原 はカル ヂ

ア ゾールの分割注射法 を用いてい るが,こ れ

は最終分割注射量 の0.2c.c.以 下の差は知 る

ことが出来 ないため,始 発量 に正確 を缺 ぐ場

合があ るので,私 は一定速度 を もつて連続的

に注射す る方法を用いた.

第2章　 實 驗 方 法

第1節　 実 験 動 物

私は脳実質に殆 ん ど変化 のない脳局 「ア 」

即 ち潜在性脳局 「ア」 を作 成す ると云ふ目的

のため,比 較的脳局 「ア 」のお こりに くい点

(徳 重21)),又 長期 の飼育 に便利 な点 か ら実

験動物には2kg前 後 の白色成熟家兎 を 用 い

た.

第2節　 抗 原 の 作 成 法

第1項　 牛血清 の作成法

新鮮 な牛血液を数時間室温に放置 して後,

遠心器にて血清 を分離 し, 54℃, 30分 間,重

湯煎 にて非働性 となし, 0.5%の 割合 に石 炭

酸を加 えて作成 した.

第2項　 新鮮牛脳灰 「ホ」加牛血清の作

成法

新鮮 な牛脳の軟 膜を丁寧 に剥離す ると脳表

面の血管は殆 ん ど軟膜 と一緒 に剥離 される,

次 に大脳 の表 面を覆 ふ次白質をな るべ く白質

の混入 しない様に探 り,乳 鉢 にて よく摺磨 し

て泥状 とす る,こ の泥状 物に多量 の局方酒精

を加えて,時 々攪拌 しなが ら1週 間室温 に放

置 して後,遠 心器にて上澄を分離 し,上 澄を

枝付 きコルベンに より重湯煎 にて40℃ に保

ち,流 水ポンプで減 圧 しなが らアル コールを

蒸発す ると,黄 褐色 の粘調 な残渣 とな る.こ

れに少量のエーテルを加 えて振盪,溶 解す る.

これをしば らく静置 し傾瀉法 で上澄 を とり,

上澄 に多量 のアセ トンを加 えると白色の沈澱

物を得 る.次 に白色沈濁物 のアセ トンを蒸 発
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乾燥 し,再 びエーテルを加 えて溶解 し,そ の

上澄に再び多量のアセ トンを加 えて40℃ に

加温,冷 却 してア セ トンを放棄 す る.こ の際

アセ トンは充分量 用い,出 来れば数回取 り変

えてアセ トンに可溶な る物質を完至 に除去す

る.こ の白色沈澱 物を褐 色瓶 に入れたアセ ト

ン液 中に貯 える.用 に臨 んで白色沈澱 物を真

空硫酸乾 燥器 で乾燥 し,第1項 で作成 した非

働性牛血清2c.c.に10mgの 割合に混合 し,

室温に 数 時 間 放 置 し時 々攪 拌 し,牛 脳 灰

「ホ」のエムル ジオ ンを作った.

以上 の方法 によ り作成 した白色沈澱 物はモ

リブヂン酸アンモニウムによ り燐酸を証明出

来 るので燐脂質 を含む もの と考え る.

第3節　 感 作 の 方 法

家 兎の耳静脉 にpro Kg 2c.c.の 非働性 牛血

清(対 照例)竝 に新鮮牛脳灰 「ホ」加牛血清

(本実験 例)を2回, 2日 間連続 して注入 し,

12日 後夫 々アル ツス反応を行 い,陽 性 の家 兎

を用 いた.

第4節　 効 果 注 射

第1項　 牛血清のみを抗原 とせ る場 合

(対 照 例).

牛 血 清 のみ で感作 した 家 兎 の 耳 静 脉 内 に

pro Kg 1c.c.の 牛 血 清 を2週 間 々隔 を もつ て

5回 注 入 した.

第2項　 新 鮮 牛脳 灰 「ホ」加 牛血 清 を抗

原 とせ る場 合(本 実 験 例).

新 鮮 牛 脳 灰 「ホ」 加 牛血 清 で感作 した家 兎

をA群, B群, C群, D群 の4群 に分 け, A

群 は耳 静 脉 内 にpro Kg 1c.c.の 牛 脳 灰 「ホ」

加 牛血 清 を2週 間 々隔 を もつ て2回 注 入 し,

 B群 は耳 静 内 にpro Kg 1c.c.の 牛脳 灰 「ホ」

加 牛血 清 を1週 間 々隔 を もつ て5回 注 入 し,

C群 は耳 静 脉 内 にpro Kg 1c.c.の 牛 脳灰 「ホ」

加 牛血 清 を2週 間 々隔 を もっ て5回 注 入 し,

 D群 は耳静 脉 内 にpro Kg1cc.の 牛脳 灰 「ホ」

加 牛 血 清 を3週 間 々隔 を もつ て5回 注 入 し

た.

第5節　 「カ」静 注 誘 発痙 攣 閾値

測 定法

早朝 空 腹時 の家 兎 を腹 位 に緩 く固定 し,安

静 に な るのを待 つ て,耳 静脉 内に2c.c.ツ ペ

ル ク リン用注射 器 を もつ て3.3%カ ル ヂ ア ゾ

ールを1c .c. 30秒 の速度 で連 続 的 に注 射 し,

典 型 的 な痙 攣 発作 を見 るまで のpro Kg量 を

測 定 した.こ の注 射 中屡 々家 兎は 狂噪状 態 を

呈 す る ことが あ り,ま た前間 代痙 攣 のみ で痙

攣 が終 る場 合があ るが,前 間代,強 直,後 間

代 痙攣 と円滑 に痙 攣 の進行 した場 合以 外 は除

外 した.か くして同 一 家 兎 につ い て3～4回,

 3～5日 の間隔 で測 定 し,そ の平均値 を と り,

これ を そ の家 兎 の正 常痙 攣 閾値 と し,種 々な

処 置 を行 うた後 の値 と100分 率 で比 較 した.

なほ正 常痙 攣 閾値 の非 常 に低 い家 兎 は実験 誤

差を 少 くす るたあ に除 外 した.

第3章　 實 驗 成 績

第1節　 正 常 家 兎 の 「カ」痙 攣 閾値

(1) 同 一正 常家 兎に於 て3～5日 の間 隔 で

3～4回 痙 攣閾値 を測 定 し,各 回のpro Kg量

を 求 め る と第1表 の如 くで,こ れ を 初 回 の

pro Kg量 を100と して各 回 のpro Kg量 との

100分 率 をグ ラフにか くて第1図 の如 くで あ

る.即 ち最 高はNo. 55の0.86c.c./kgで,

最 低 はNo. 57の0.34c.c./kgで あつ て家 兎

の 個体差 は 甚 だ大 で あ るが,同 一 家 兎に於 て

は そ の誤差 は僅 少で あつ た.

第1表(a)
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第1表(b)

(2) 正常家 兎の痙攣 閾値 の時 日の経過 によ

る変動を観察す る と,第2表,第2図 の如 く

で約70日 間 の観察では殆 んど下降の傾 向は見

られず,却 つて幾分上昇す る傾 向を認 めた.

第2節　 非働性半血清 のみを抗原 とした

家 兎(対 照例)の 「カ」痙攣閾

値

非働性牛 血清を もつて感 作 した 家 兎No.

 45, No. 46, No. 47の 耳静 脉 にpro Kg 1e.c.の

非働 性 牛 血清 を2週 間 々隔 を もつ て5回 注 射

し,「 カ」痙 攣 閾値 を測 定 す る と,第3表,

第3図 の如 ぐで,閾 値 の下 降 は最 終 効果 注射

よ り35日 に至 る まで殆 ん ど見 られ ず,唯 々

No. 47に 於 て7日 目, 14日 目に軽 度 の下 降 を

見 た に過 ぎ なか つた.
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第1図 第3節　 新鮮 牛脳灰 「ホ」加 牛血清 を抗

原 とした家 兎の 「カ」痙攣閾値

に つ い て

第2図

第2表

第3表

(1) 新 鮮 牛脳灰 「ホ」加 牛血 清 で感 作 した

家 兎 の耳 静 脉 内 にpro Kg 1c.c.の 新鮮 牛脳灰

「ホ」加牛 血 清 を2週 間 々隔 を もつ て2回 注

入 したA群No. 1, No. 2, No. 3の 「カ」痙
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攣 閾値 を測定す ると,実 験 の初期 のため最終

効果注射 よ り長 期の閾値 の測定は してないが,

第4表,第4図 の如 くで,No. 1に 於 てや ゝ

閾値 の上昇す るのを認め た.

第3図

(2) 新鮮 牛脳灰 「ホ」加牛 血清で感作 した 家 兎 の 耳 静 脉 にPro Kg 1c.c.の 新 鮮 牛脳灰

「ホ」加 牛血 清 を1週 間 々隔 を もつ て5回 注

入 したB群No. 12, No. 14, No. 15の 「カ」

痙 攣 閾値 を測 定す る と,第5表,第5図 の如

くで,No. 15に 於 ては著 明 な 閾値 の下 降を認

め たが, No. 12, No. 14に 於 ては や ゝ上 昇 す

るのを 認 めた.

第4表

第4図

(3) 新鮮牛脳灰 「ホ」加牛血清で感作 した

家 兎 の耳 静 脉 内 にPro Kg 1c.c.の 新鮮 牛脳灰
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「ホ 」 加 牛 血 清 を2週 間 々 隔 を も つ て5回 注

入 し たC群No. 8, No. 9, No. 10, No. 17,

 No. 18, No. 19, No .22, No. 23, No. 24,

 No. 26の 「カ 」 痙 攣 閾 値 を 測 定 す る と第6

表,第6図 の 如 くで, No. 8, No. 9, No. 10,

 No. 18, No. 19, No. 22, No. 24, No. 26は 閾

値 の 下 降 を 認 め, 151日 に 至 る ま で 閾 値 の 下

降 が 持 続 し, No. 19は 下 降 が 特 に 著 明 で,そ

の 下 降 は50%以 下 を 示 し て い る. No. 17は84

日 目 に 至 つ て 初 め て 閾 値 の 下 降 を 示 し, No. 23

は 却 つ て 閾 値 の 上 昇 を 認 め た.

第5表

第5図

(4) 新鮮 牛 脳 灰 「ホ」加 牛血 清 で感 作 した

家 兎の耳静 脉 内にPro Kg 1ccの 新 鮮 牛脳 灰

「ホ」加 牛血 清 を3週 間 々隔 を もつ て5回 注

入 したD群No. 4, No. 5, No. 6, No. 7の

「カ」痙 攣 閾値 を測 定す る と第7表,第7図

の如 くで, No. 4, No. 7は 著 明 な閾値 の下 降

を認 め, No. 5に 於 ては3日 目に著 明 な閾値

の上昇 を認 め たが,痙 攣 後2時 間 で死 亡 し,

 No. 9は 第21日 目を除 く至 ての時 期 に 下降 を

認 めた.
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第6図

第7図

第7表
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以 上の実 験成績 より,正 常家兎,非 動性牛

血清 のみの場 合に於 ては 「カ」痙 攣閾値 の下

降を認めず,む しろ上昇 の傾 向があ るに反 し,

牛脳灰 「ホ」加牛血清 に よる場合に於 ては一

般に閾値 の下降 を認め,と くにC群 即 ち2週

間々隔5回 効果注射 の場 合に最 も著明な こと

を知 り得た.

第4章　 總 括 竝 に 考 按

私は以上 の実験に よ り,な るべ く家 兎脳実

質に直接影響 を与 えず,繰 り返 えし脳実質に

於 て抗原体反応 を起 し,し か も脳実質に著明

な器 質的変化 を与 えない方法 をもつ て家 兎に

操作を加 え(こ の家兎脳髓 の変化 については

第2編 で詳細 に述べ る),「 カ」痙攣閾値 の変

化を量的 に観察 した.

先づ正常家兎に於 て 「カ」の静脉内連続注

射に より閾値 の変動を 観 察 す る と,先 に榊

原13)に依つ て行われた 「カ」痙攣 閾値 測定法

(分割注射法)に よつ て観察 された と同様 に,

左常家 兎の 「カ」痙攣閾値は個体差が大であ

るが,同 一家兎に於 ては常 に殆 んど変化がな

く,し か も70日 間の長 い間にわ たつて著明な

差が な く,同 一家 兎に於け る 「カ」痙攣閾値

の低下は家 兎の痙 攣閾値 の真 の低下 と見做 し

得 ることが判明 した.

次 に非働性牛血 清のみを もつて感作 した家

兎 の耳静脉内 に2週 間 々隔 を もつてPro Kg

 1c.c.の非働性牛血 清 を5回 注入 して,「 カ」

痙 攣 閾 値 を測定す る と,「 カ」痙攣閾値 の下

降を殆 んど認めなかつた.

次に新鮮牛脳灰 「ホ」加牛血清で感作 した

家 兎をA, B, C, Dの4群 に分 け,夫 々Pro

 Kg 1c.c.の 新鮮牛脳 灰 「ホ」加牛血清を耳静

脉内に, A群 では2週 間 々隔 をもつ て2回,

 B群 では1週 間 々隔を もつて5回, C群 では

2週 間 々隔 を もつて5回, D群 では3週 間々

隔 を もつて5回 効果注射 を行 つた後,「 カ」痙

攣 閾値 を測定す ると, A群 及 びB群 では3例

中1例 に閾値 の下降を認めたが, C群 に於 て

は3例 とも閾値 の下降を認め, D群 では4例

中3例 に閾値 の下降を認めた.依 つて 「カ」

痙 攣閾値 の下降に最 も適当な効果注射の方法

はC群 即ち2週 間々隔, 5回 と考えられ るの

で,さ らに同様の方法 をもつ て効果注射を行

つた家兎10例 について 「カ」痙攣 閾値 を測定

した.そ の結果10例 中8例 に閾値 の下降 を認

め,し か も閾値 の下降は151日 に至 るまで持

続 したのである.こ の8例 中1例 は閾値 の下

降が著 明で50%以 上 も下 降 している.他 の2

例 中1例 は84日 目に初 めて閾値 の下 降を認

め,他 の一例は却つて閾値 の上昇す るのを認

新鮮 牛脳灰 「ホ」加牛血清 を抗原 とし,効 果

め た..即 ち注射 を2週 間々隔を もつて5回 行

えば,家 兎の 「カ」痙攣閾値 は下降す るもの

と考える.勿 論 このC郡 に於 て も閾値 の上昇

す る家 兎を も認あ,又A, B, D群 に於 ても

閾値 の下降する家 兎を認めたのであ るが,こ
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れらは個体差に よるため と考 える.

又以上 の実験 よ り非働性牛血清 のみを抗原

とした対照家 兎に於 ては殆 んど閾値 の下降を

認めず,こ れに反 しで新鮮牛脳灰 「ホ」加牛血

清 を抗 原 とした家 兎に於 ては閾値 の下 降を認

め る事実 は,こ れ は新鮮牛脳灰 「ホ」加牛 血

清 を抗原 とす る家 兎に於 ては非働性 牛血清 の

みを抗 原 としたのでは不可能 な影響,即 ち脳

局 「ア」(沢 見24))が 起 るため と考え られ,先

に榊 原の行つた卵 白頸脉内効果注射に よつ て

起 る潜在性脳 局 「ア」家 兎の 「カ」痙攣閾値

の下 降す る結果 と一致す るもの と思われ る.

(以上 の方法 によつて作成 した脳局 「ア 」家

兎脳は第2編 に述べ る如 く殆 んど器質的変化

を認めない).

次に私が以上 の実験 に選 ん だ新 鮮 牛 脳 灰

「ホ」加牛血清 の静 脉注射法 について考察 を

試み るに,静 脉内注射法 は脳実質 に直接 の影

響 を与えず,又 生体内に於 て抗原の一部 は血

行 によつて運搬 され る ことか ら特 別の影響は

ない ものと考え られ る.又 新鮮牛脳灰 「ホ」

を生体に於 て日常見 られ る抗 原 と考え ること

は不 可 能 ではあ るけれ ども,前 川42)が 牛脳

「ホ」 と寄生虫疾患 々者 の血清 オイグ ロブ リ

ンとの間 の怒状反応が陽性であ ると述 べてい

る事,又 野 田44)が麻痺性痴呆に於 て見 られ る

脳実質 の瀰蔓性 の病変即 ち血行障碍,滲 出性

過程 はスピ ロヘータの感 染によ り脳 の一部 に

障碍が起 り,自 家免疫機 転が成立 し,脳 に於

て抗 原抗体反応が起 るためで,こ の抗 原抗体

反応は類脂体抗 原抗体反応 と考え られ ると述

べてい る点か ら,細 菌や,或 る種 の寄生虫や

スピロヘータの如 き異種蛋白質に よ り脳固有

の細胞の類 脂体が完 全抗原 とな り,脳 に特異

的に作 用 して,脳 にア レルギー反応が起 るも

の と考えられ る.従 つて私が抗原 として牛脳

灰 「ホ」を用いた ことは大いに意義 があ ると

考 える.

以上 の ことか ら脳ア レルギーを起す抗原 と

な り得 るものは案外多い もので,か ゝる抗原

によ り脳ア レルギーが繰 り返え し起 る時は,

私の実験で明 らかな如 く痙攣準備性 が附与 さ

れ るのではないか と考 える.本 研究に よ り真

正癲癇 のア レルギー成因説 の現実性 を深め得

た ものと考え る.

第5章　 結 論

(1) 正常家 兎の 「カ」痙攣閾値 の個体差は

大であ るが,同 一家兎に於 てはほ ゞ一定 し,

時 日の経過 による変動 も少い.

(2) 非働性牛血清のみで感作 し,耳 静脉に

2週 間 々隔を もつて5回 効果注射 した家兎に

於 ては 「カ」痙攣閾値 の低下 を認めない.

(3) 新鮮牛脳灰 「ホ」加牛血清 を抗原 とし,

2週 間 々隔2回, 1週 間々隔5回 効果注射を

行つた家兎に於 ては 「カ」痙攣閾値 の低下が

不確実 である.

(4) 新鮮牛脳灰 「ホ」加牛血清を抗原 とし,

 3週 間々隔5回 効果注射を行つた家兎では1

例 の例外を除 き他は 「カ」痙攣 閾値 の低下を

認め る.

(5) 新鮮牛脳灰 「ホ」加牛血清 を抗原 とし,

 2週 間々隔5回 効果 注射 を行つた家兎ではほ

ぼ満 足すべき 「カ」痙攣閾値 の低下 を認め,

しか も長期間にわ た り持続す る.
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